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 ２０２０年からコロナの影響もあり休業していた「ゲストハウスRoute55」を「カンノンサウナ」と

してリニューアルオープンしました。クラドファンディングでは約１５０名の皆様から総額２３７万円の

ご支援を頂きました。感謝❣ 四男晶浩を中心に制作した「トラックサウナ」、新設した「休憩棟」、

「ROUTE55」は「宿泊棟」として役割を変えて再始動しています。 

【施設の特徴】 

トラックサウナ…祖父徳男が５０年前に導入した三菱ふそうキャンターをリメイクし、サウナ室には本格

的なエストニアHUUM社製のサウナストーブを導入。各地からのサウナーがととのっていかれます。 

外気浴スペース…五右衛門風呂×２を設置、水風呂は戸蔦別川の伏流水を使用。冬は雪中ダイブも楽しめ

ます。お一人様やカップル、ご家族、お仲間と共に貸切りサウナでゆったりとした時間を楽しめます。 

休憩棟…ダイニングテーブル、キッチン、更衣室、トイレ、シャワーを備えています。 

宿泊棟（元Route55）…窓から日高山脈を楽しめる最良の方角に 

移設しました。 
 

 ★料金★定員４名 

 ・宿泊（素泊まり）＋サウナ  お一人１２，０００円 

 ・日帰りサウナ（２.５時間）   お一人 ３，３００円 

   １０時～ １３時～ １６時～ １９時～（ナイター・要相談） 

 ・設備：サウナマット、飲料水、冷やしあずき、８種のアロマオイル 

   から選択、タオル（大・小）、リクライニングチェア、サンダル 
 

ご予約はホームページ、SNSなどから。 

「ファームインＢiei」共々ご利用をお待ちしています。 

カンノンサウナがオープンしました！ 

カンノンサウナ全景 トラックサウナ 支援者のお名前プレート 

 三男 佳裕が入籍しました。 
 

 昨年よりお付き合いしていた島﨑諒子さんと６月２１日に入籍しま

した。島﨑さんは帯広市のお隣芽室町の畑作農家の三女さんで、佳裕

は島﨑家に婿に入りました。長年勤務していた農業資材会社を退職

し、今夏から農業をしています。二人ともアクティブで、休みの日に

は一緒に趣味の山登りや狩猟（鹿撃ち）釣りなどに出かけています。  
 

佳裕より～『これからは2人で支え合い、明るい家庭を築いていきたい

と思います。皆様今後ともよろしくお願いいたします！』 

サウナ室内 

祝 



 

編集後記 

 今は亡き夫の軌跡を記録で残したいと追悼集を発行したのは今から18年

前のこと。長男夫婦の結婚時には2版をプレゼントしてくれ宿泊施設にも置

かせて頂いています。読んで下さったお客様からの感想を聞き、来春の命

日（4月4日）に3版をと考えています。これまでは、紙での発行でしたが電

子書籍にし、世界中の方々にもお目通し頂けたらと願っています。今冬は

その準備を進めます。何故、大黒柱を突然失いながらも夫から託されたバ

トンを次代に繋げたいと思えたのか～。『生きる力とは、生かされている

ことを感じられる力』。そして、夫への家族への地域への関わって下さっ

た多くの方々への感謝の想いが、私を農業者として再生してくれました。

『感謝は幸せの加速装置』この頃知った大切な言葉です❤皆様もいつも幸

せでありますように❣心からの感謝を込めて。          聖子 

Facebook・Instagram

も更新中！ 

編集・発行 

合同会社 十勝とやま農場 外山隆祥 

産地直送～十勝発の美味しいを 

農家民宿～農村で過ごす豊かな時間 

     を提供していきます。 

〒080-2106 

帯広市美栄町西6線128番地 
Tell&Fax 0155₋60₋2110 

メール info@toyama-nojo.net 

お陰様で家族一同 元気にしています 
2022年は早々に雪解けが進みましたが、春先は極度の乾燥、夏場は曇天、

秋は一度の雨量が多く悩まされましたが、今年も無事に収穫が進みました。 

皆様に収穫の喜びをお届けできることを嬉しく思っています。 
 

徳男（92）歩行器での散歩と日向ぼっこが日課です。 

聖子（63）ネット社会の恩恵を受け、農作業の傍らライブ配信などの情報発

信について勉強中。来年から作物や日常の様子などをお伝えしていきます。 

暁子（41）来春からは次女が保育所に入所できるため、新たな自分時間の充

実に向けて、冬は準備の季節にします。 

隆祥（36）昨年からドローンを用いた農薬散布の請負を展開。他所の農場に

お邪魔すると圃場の形状や地形などが違い各地の課題を認識します。 

桂菜（4歳）ゲストが大好きな看板娘。宿泊施設やサウナにお邪魔して、ハウ

スの野菜やクマの紹介をしてくれます。 

楓夏（1歳）食べることが大好きで全身で「食べたい」アピール。眠る前の

おっぱいはまだ卒業できそうにありません。 

 

北波さん撮影 

 ９月は馬鈴薯の収穫最盛期。普段は主に2人で作業をしている農場も収穫作業時の人手の確保が課題と

なっています。2017年からは大学生（ほとんどが都府県から）の農業インターンシップを受け入れて収穫

作業を行ってきました。それでも収穫期を滞りなく動かすのには人数が必要で、昨年から宿泊施設Bieiを活

用して住み込みで馬鈴薯の収穫や種芋の選別作業を手伝って頂いています。慣れない農作業や共同生活にも

かかわらず、和気あいあいとみんなで協力しあいながら、収穫シーズンを終えることができ感謝していま

す。休憩時には彼らの日常や将来の話にも花が咲き、情報交換や交流も楽しいです。中にはリピーターさん

や帯広の大学に編入する方、十勝への移住を決める方もいるなど嬉しい限りです。 

 お知り合いの方で北海道の農業を知りたい方、農作業を通して自分や他人との関わりを見つめてみたい方

がいらっしゃいましたら是非お問い合わせください！ 

2022年開催要綱：勤務時間８：00～１７：００、時給1,000円、宿泊費１泊500円、電気自動車の貸出

し有り、食事は自炊、期間中の会食もあり、旅費の一部手当あり。農場オリジナルTシャツ贈呈。 

とやまダイブプログラム開催中 

２０２２年のメンバー ２０２１年のメンバー 馬鈴薯の収獲機の上で 


